
一 橋 論叢 第五 十 六 巻 第四 号 ( 6台)

《

研
究
ノ

ー

ト
》

ウ
ル

リ

ク

ス

･

フ

ベ

ル

ス

『

各
国
間
に

お

け
る

異
な

る

法
の

抵
触
に

つ

い

て
』

(

訳

と

註
･

第
一

回
)

焼

場

準

一

訳
者
前
注

一

訳

出
に

使
用

し

た
テ

キ

ス

ト

は

左

記
の

通
り

で

あ

る
｡

C
-

旦
0
-

H
已
〕

2

ユ

ニ

d
e

C
O

已
】

-

○
〔

G

r
e

的

仁

日

巴

諾
記
P

2
2

-

n

已

諾
邑
払

二
日
匂
e

ユ
ー

∽

㌔

吋
r

P
e
-

e

邑
O

n

仁

m

首

旨

2 .

邑
叶

s

t

O

ヨ
ー

t

詔
苧
…
･

A
0

0

e

d

亡

n
t

C

す
訂
t
-

P

n
-

→
F
O

m

琵
-
-

＼

…
‥

A
d

巴
t

訂
口

鑓

…
･e
什

｢

已
･e
ユ

E
e

n
〔

打
e

n

首

=

:

･
押
e
-

已

邑
○

ロ
e

S

邑

j

岳

S

P

曽
n

訂
仁

苧
…
‥
]

臣
-

t

i

O

旨

G
e
1

2

賀
㌻

昏
O

F
‥

…
-

n

皿

七
p

官
1

賢
-

t
-

p

e

桝

n
O

ま

邑
2
0

〕

弓
e

∽

P

琶
n
ナ

8

e
-

e

O
t

O

→

巴
-

､

∽

宕

血

七

琵
ユ
∽

-

0

0

0

乳

首
t

P

O

ロ

ヨ
一

日

巴
O
i

{

岩
払

琶
2

邑
】

邑
日
訂
.

E

甘
P
e
､

岩
n
t
･

号
句
･

G
-

2

已
t

琶

E
-

声

望
-

仁

∴
-

ご
い

)

官
記

Ⅰ
Ⅰ
､

唱
P

謡

A
-

t
e

蒜

こ
ー

F

-

こ
芦
い
一

等
.

巴
00

-

芦

な

お
､

こ

れ

が
､

同

書
の

〔

官
記

H

H
-

官
記

A
-

す
P

こ
i

F

-

こ
F

い
】

｡

計
-

e

g
-

b

岳
e
什

胃
n

賢
岳
0
0

n

告
-

t

首
e

:
○

ロ

g
p

8
n
払

莞
t
.

d
-

ロ

♪
｡

(

P
-
･

ヱ
(

こ

れ

は
ー

e

H

で

は

な

く

t

吉
日
∽

の

表
示
)

ヽ

ヽ

の

付

録
と

し

て
､

書
か

れ

た

も
の

で

あ
る

こ

と

は
､

周

知
の

と
お

り

で

あ

る
｡

(

勺

色
i

貯
ま
粥

ロ

¥

晋
賢
e

日

計
→

H
e

ま
一

驚
n

ロ
ケ

邑
l

告

訂
口

河
e

O

ぎ

監
･

∞

(
-

∞

怠
)

肋

窒
h
､

∽
.

¢
山

呂
e

芦
こ

E

訂

∽

勺
e

O
-

ヨ
e

ロ

P

已
(

訂
→

H
O

亡
抑

ロ
d

訂
○

訂
日

野
F

已
e

打
①
∽

H

已
e

ワ

n

邑
○
ロ

巴
e

ロ

ワ
才
P
t
l

苫
F
t

町

(

q
】

ユ
b

宏

H
F

訂

:
巴
か

-
-

笠
h

こ
｡

N
2

旨
O

F
l

賢

2
1

I

n
t

2

昌
邑
O
n

巴
2

ひ

守
才
P
-
･

2
昆

繁
昌
符
e

旨
t
､

U
d
･

∞
-

(

-

篭
∞

)

-

∞

¢
-

-

¢

N

い

｢
○
り

e

ロ
N

e

n
-

へ

へ

H
亡

b
e

㌧
払

d
e

n
O

苧

巴
O

t

ロ

J
e

g

戸

日
∴
､

∽
e
-

g
t

①

P

A
り
t
-

○
-

e
∽

O

n

t

F
e

C
O

n

巴
n
t

O
什

｢
P

司
り
】

(
-

窒
叫

)

P
N

已
-

山
(

ご

右
の

テ

キ

ス

ト

を

使
用

す
る

に

あ
た

り
､

つ

ぎ

の

も
の

と

も

逐
語

的
に

対
比

し

て

み

た
｡

G

已
F
ユ
e

(

t
→
.

紆

e
(

ご
紆
5 .
g

ロ
ー″

諒

ゴ
e

巳
.

-

詔
O

n

t

訂
C
O

邑
-

O
t

｡
f

訂
w
払
､

N

n
d

e

P
(

-

∞

00

○
)

A
p

官
ロ
d
i

舛

H

く
､

詮
∞

-
-

か

い

呂
e

亡
-

､

-

浩

-
N

0

0

い

ロ
p

≦.

e

の

∴
こ

邑
戸
e

n

g
O

f

H

き
e

諒

計
C
O

邑
-

O
t

亡

訂
g

仁

ヨ
∴

ご
00

声

吋

+
.

｢
(
-

£
○

志
)

窒
-
諾
い

P
O
→

e

n

諾
n

こ

缶
1

芦

後
述
の

と

お

り
､

こ

れ

ら

は

必

ず
し

も

同
一

の

版

か

ら

抽

出
さ

れ

た

も

の

で

は

な
い

｡

し
か

し
､

そ

の

間
に

は
､

綴

字

法
･

句

読

法
･

明

白
な

ミ

ス

プ

リ

ン

ト
･

編

者

註
を

の

ぞ

け

ば
､

テ

キ

ス

ト

自

体
の

中
に

根
本

的

な

差

異
は

な
い

｡

マ

イ

リ

の

テ

キ

ス

ト

は
､

フ

ベ

ル

ス

白

身
の

見

解
と

引
用

さ

れ

た

他

者
の

意
見

と
が

明

快
に

区

別

さ

れ

て

い

て
､

便
利
で

あ

る
｡

さ

ら
に
､

こ

の

｢

法
抵

触
論
+

の

オ

ラ

ン

ダ

版
と

も
い

う
べ

き
左

記
の

も
の

を

も
､

必

要

に

応

じ

て

参

照

し

た
｡

≦
ユ
打

H
仁

b
①

♪

:

く
P

ロ
〉

什

g
e

す
已
打

計
→

冒
訂
岩
F
e

→

e

O

F
什

e

ロ

ー

ロ

P

n
d
e

→

e

ロ

ー

p

ロ
.

計
n
-

β

巴
e

召
n

a

n

d
e

諾
-

平
戸

計
口

許

句
ユ
e

巴
p

邑
∫

｡

拭
e

e
.

計
n

邑
P
e

篭
e

押
e

臣

屠
e
-

e

e

→
t

F
e

耳
t

弓
の

e

d
¢

賢
良
一

(

-

$
せ

)

4 α事

ト

ー

ホ

瀬

ト

･

ゆ
･

⊥

ト

.

-

一

個
J

r

ノ

ト

叶

㌔

帝
r

鵬
イ

.

ん



J

一

対

虹

碗

､

帥
+

.

■】

耶
+

紳
L

( 6 9 ) 研 究 ノ
ー ト

｢
e

e

ロ

弓

琶

計
n
､

→
○

芦
-
､

】

ざ
e

打

-
〉

内
払

匂
-

洋
2

〓
Ⅰ
Ⅰ

こ
帖

-
N

P

(
ク

オ

ラ

ン

ダ

諸

原
典
″

と

し
て

引

用

す
る
｡

)

さ

て
､

メ

イ
ヤ

ー

ス

に

よ

る

と
､

フ

ベ

ル

ス

の

｢

法

抵
触
論
+

は
､

つ

ぎ
の

四

種
類
の

著
作
の

中
に
､

み

い

だ

さ

れ
る

と
い

う
｡

山

そ

れ

が

最
初

に

公

刊
さ

れ

た

:

D
e

甘
言
○

才
-

t
飢

巨
払
〉

句
イ

巴
-

e

村
e

J

H
d
-

t
-

○

払
e

O

已
-

臣
p
､

(

-

浣
占

-

芦
い
}

C

P

や

ー

P
､

､

同

書

第
三

版

(

一

六

九
四

年
)

で

は

第
三

巻
第

四

清

算
一

章
に

収

録
｡

惚

官
的
-

ロ

邑
e

n

計
→

戸
籍
E
村
仁

邑
e
･

g
e

訂
已
村

亡

首

叶

β

せ

イ
ー

邑
賀

阜
句
H

P

β
e

訂
→
)

(

-

畏
古

田
U

e

付

か
)

J
P
e

賢
e

内
P

甘
t
t

e
-
.

㈱

H
e

e

計
n

乳
P
①

g

芳
声
e

c

E
品
e
-

e
e

→
t

ビ

b

ユ
ー

ど
e

ロ

弓

賢
d
e

臼

∴
-

畏
n
)

申
U

e

吋

-
〉

内
払

匂

吉
e
-

い
･

㈲

吋
r

P
e
-

只
T

t
-

O

n

白

日

首
→

訂

声
○

ヨ
牢
ロ
ー

e
t

ど
巴
e

岩
-

)

勺
P

詔
S

e

O

仁
日

計
r

)

勺
岩
丁

ロ
e

村
e

♪

(

-

悪
ど
t
.

N

こ

芦
い
.

(

右

㈲

は

惚
の

新

訂

版
で

あ

る

か

ら
､

結
局

は

三

種
濡

と
い

っ

で

も

よ

い

｡

)

し

か

も
､

右
の

い

ず
れ

に

あ

っ

て

も
､

殆
ど

同

様
の

語

が

用
い

ら

れ

て

い

る

と

い

う
｡

(

呂
e

苦
り
S
､

:

F
-

E
賢
○
-

3
〔

打
払

召
-

ロ
○
-

七
面
∽

訂
口
几

F
2
2

n
t

a

亡

粥

-

仁

賢
○

芹

F
･

t

e

⊇
賢
-

O

n

已

p

コ
d

ふ

㌢

p

胃

昏
d

亡

ヨ
○

溜
n

品
e

仏

p

琶
-

巴
e
･

日
e

巳

年
p

ロ
∽

-

由

実
○
勺
e

含
○
-

d

P

β

邑
2

㌔

志

河
e

P

d
e

∽

n
O

弓
仏

(
-

空
中

-
Ⅰ

I
H

)

笠
ツ

2
い

急
い

一

軍
笥
ご
a
0
〇
･

O
P

5 .
e
m
)

○

や
○
-

t
･

叩

壱
岩
.

P
か

ぃ

い

-
窒
･

)

訳
者

が

入

手
で

き

た

の

は

右

脚
の

一

六

九

九

年
版
の

み

で

あ
る
｡

こ

れ

と

使
用

テ

キ

ス

ト

(

右
㈱

の

一

七
三

五

年

版
)

と

を

対
此

し

て

も

重

要
と

思

わ
れ

る

三

つ

の

基
本

原

則

に

つ

い

て

は
､

ラ

テ

ン

語

と

オ

ラ

ン

ダ

語
と
の

区

別
こ

そ

あ
れ
､

第

丁
第

二

原

則

が

逐

語

的

に
､

第
三

原

則
で

は

殆
ど

逐

語
的
に
､

そ

れ

ぞ

れ

同

様
で

あ

る

と
い

え
る
｡

(

参
照

ラ

テ

ン

語
テ

キ

ス

ト

第

二

節

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
､

右
脚
一

六

九

九

年
版
一

三

頁
第

四
･

五

･

六

節
｡

)

伯
方
､

ラ

テ

ン

語

原

典

相

互

間
で

も
､

た

と

え

ば
､

第
三

原

則
の

提
示

の

し

か

た

に
､

詳
細
･

簡
単
の

差
が

あ

り
､

使
用

テ

キ

ス

ト

の

み

で

は

フ

ベ

ル

ス

の

真

意
を

誤

解

す
る

虞
れ

が

あ

る
｡

(
○
代
.

己
e

エ
e

詔
)

P
N

監

ご

付

言

す
べ

き

は
つ

ぎ

の

点
で

あ

る
｡

ガ

ス

リ

ー

や

ロ

レ

ン

ゼ

ン

の

引

用
す

る

｡

勺
り

P
e
-

e

O
t
-

O

n
e
切

盲
ユ
s

C

才
ご

賢
｡

は

フ

ベ

ル

ス

の

著

書
の

タ

イ

ト

ル

で

あ

り
､

デ

イ

ダ
イ

ス

や
マ

.

イ

リ

の

言

及

す

る

:

勺

岩
e
-

昏
t
i

O

n
e
∽

.
言
→
i

仏

河
○

日
野
口
叫

e
t

H
O

巴
e

→
ロ
ー

∴
､

は

同

書
各

巻
の

タ

イ

ト

ル

で

あ
る
｡

ま
た
､

ガ

ス

リ

ー

と
ロ

レ

ン

ゼ

ン

が
一

七

〇

七

年
ラ

イ

プ

チ

ヒ

第
二

版
､

デ
イ

ブ
ィ

ス

が

同

じ

く
一

七

〇
七

年

第
二

版
に

依

拠
し

て

い

る
｡

け
れ

ど

も
､

同

書
の

へ

【

e

d
▲

巨
○

芳
○

日

宇

巴
r

〉

､

は
一

七

〇
一

年
フ

ラ

ネ

カ

ー

で

出
さ

れ
､

一

七

〇

七

年
ラ

イ

プ

チ

ヒ

で

出
さ

れ

た

の

は
へ

J

巴
t

-

○

ロ
○

う
P
､

､

で

あ

る

と

思

わ
れ

る
｡

マ

イ

リ

は
一

七

四

九
年
フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

第
四

版
に

依
っ

て

い

る
｡

こ

う

し

た

書

誌

学

的
詮

索
は

と

も
か

く
､

我
々

に

と
っ

て

興

味
が

あ

る

の

は
､

左
の

点
で

あ

る
｡

前
出
メ

イ

ヤ

ー

ス

の

指
摘

に

も

明

ら

か

な

と

お

り
､

一

六
八

四

年
に

前

掲

仙
で

そ
の

見

解
を

初

め

て

公

表

み

た

場
合
､

右
価

惚
が

山

他

の

オ

ラ

ン

ダ

語

版
で

は
な

く
オ

ラ

ン

ダ

阪
で

あ

る

こ

と

を

も

考

え
あ

わ

せ

れ

ば
､

そ

の

間
の

細
か

い

差

異

ヽ

ヽ

は
､

一

応
不

問
に

す

る

こ

と

も

可

能
で

あ

ろ

う
｡

と

く
に
､

も
っ

と

し

て

以

来
､

フ

ベ

ル

ス

の

法

抵
触
論
の

基

本

的

な

立

場
に

は

変
化

が

な
い

と
い

う

点
で

あ
る
｡

そ

の

間
､

オ

ラ

ン

ダ

の

内

外
に

大
き

な

変

9

革
が

な

か

っ

た

わ

け
で

ほ

な
い

｡

一

六

八

八

年
の

オ

ラ

ニ

ュ

公

ウ

ィ

舶



一 橋 論叢 第五 十 六 巻 第 四号 ( 7 0 )

レ

ム

三

世

に

よ

る

英

本

土

上

陸
と

名

誉
革

命
な

ど

は

重

要

な

点
で

あ

ろ

う
｡

そ

れ

に

も
か

か

わ

ら

ず
根
本

的
な

立

場
の

変
化
が

な
い

こ

と

は
､

我
々

が
､

フ

ベ

ル

ス

の

想
定

し

た
オ

ラ

ン

ダ

社

会
･

そ

れ

を

と

り

ま

く

国

際

関

係
を
､

一

六

四

八

年

一
月
三

〇
日

の

ミ

ュ

ン

ス

タ

ー

条

約

以

後
一

六

八
四

年
ま

で

の

も
の
､

と

考
え
る

根
拠
と

な

ろ

う
｡

ア

ペ

ル

ス

は
一

六

三

六

年
三

月
一

三

日
フ

リ

ー

ス

ラ

ン

ト

州
ド

タ
ム

に
ヘ

ン

リ

ク

ス

･

フ

ベ

ル

ス

の

子

と

し
て

出

生
し

た
｡

チ
ュ

ー

リ

ッ

ヒ

あ

た
り

の

ス

イ

ス

系
オ

ラ

ン

ダ

人
で

あ

る

と
い

わ

れ

る
｡

レ

ー

ウ

ア

ル

デ
ン

で

学
校

に

入

り
､

フ

ラ

ネ

カ

ー

お

よ

び
ユ

ト

レ

ヒ

ト

大

学

に

進
み
､

一

六

五

七

年
一

一

月
三

〇
日

フ

ラ

ネ

カ

ー

大

学

教

授
と

な

り
､

ま

ず

歴
史
と

雄

弁

循
を
､

の

ち

法

学
を

教

え

た
｡

再
三

に

わ

た

り

(

二

回

と

も
三

回

と
も

い

わ

れ

て

お

り

正

確
に

は

判

ら

な
い

)

レ

イ

ア
ン

大

学
か

ら

招
薄
さ

れ

た

が
､

そ

の

都

度
申

出
を

拒

絶
し

て

フ

ラ

ネ

カ

ー

大

学
に

留
っ

.
た
｡

一

六

七

九

年
に

竺
-

勺

蒜
巨
富
C

声
ユ

琵

払

e

n
p
t

O

→

に

任

命
さ

れ

た

が
､

一

六

八
二

年
ふ

た
た

び

学

究
生

活

に

復
帰

し
j

岳

2 .

ま
ー

e

こ
岳

勺

き
E
O

白

日
･

j

岳
∽
t

a
t

ま
胃
-

仁

ヨ

を

講

義
し

た
｡

学

問
の

世

界
へ

の

復

帰
の

気
持
は
､

自

作
の

オ

ラ

チ

オ

第

一

集

に

へ
へ

P
払

2
e

監

詔
t

e

諾
払

ヨ
ロ

芦
∽

㌧
-

と

述
べ

て

い

る

と
い

わ

れ

る
｡

(

O
p
e
H

P

邑
n
｡

→

P

t

言
甘
O
t
-

邑

押

訂
n

仁

ヨ
i

(
-

ヨ
8
)

生

涯
に

二

度
婚

姻
し

て

い

る

が
､

初

婚
(

一

六
五

九

年
)

の

際
の

妻
は
､

ア

ル

ト

ゥ

ジ

ウ

ス

の

孫

娘
で

あ
る
｡

死

亡
は
一

六

九

四

年
一

一

月

八

日
｡

民

事

法
の

分

野
で

は
､

当

時
オ

ラ

ン

ダ

で

全

盛
の

典

雅

法

学

派

の

主

た

る

提

唱

者
の

一

人
で
､

首
ど

㌻
と

首
邑

蒜
ヨ

と

の

区

別

を

め

ぐ
っ

て

の

､

ゲ
ル

ハ

ル

ト
･

フ

ェ

ル

ト

マ

ン

と
の

論

争
が

有
名

で

あ

る
｡

(

く

叫
r

∽
t

訂
已
n
g
･

㌣
a

n

訂
す
0

蒜
】

G
e

琶

E
c

ビ
e

d
e
→

几

訂

已
芳

訂
日

田
e
O

已
払

弓
-

詮
e

n
払

O

F

已
t

入
-

∞

∞

○
)

A
n

芦
N

-

牟

-
-

山

"

巳
e

≡
-

-

¢

N

い

要
､

○
】

f
､

H
ユ
打
〉

G

3
詮
e

声
e
O

F
t
∽

n

訂
口

打
e
り

巴
U

→

打
①

宇

t

∽

O

F
e

n

G
e

訂
t

e

品
e

旨

E
O

E
e

∴
-

盟
-

)

N

-

こ

さ

ら
に

注

意
す
べ

き

は
､

法
学
者
･

法

曹
実
務

家

と

し
て

の

高
い

評
価
と
は

別
に
､

母

国
オ

ラ

ン

ダ

の

言

葉
で

そ

の

主

著
を

公

刊

し
た

点
で

特

筆
さ

れ

て

い

る
､

と
い

う

点
で

あ

る
｡

い

わ

ば
､

学

問
･

芸

術
の

ラ

テ

ン

語
か

ら
の

解

放
､

ス

ペ

イ
ン

領
ネ
ー

デ
ル

ラ

ン

ド

(

商

都
ネ

ー

デ
ル

ラ

ン

ド
)

に

対

す
る

北

部
ネ
ー

デ
ル

ラ

ン

ド

の

統

て

こ

う
し

た

社

会
の

要
請
･

動
き

に

並

行
し
て
､

ア

ペ

ル

ス

は
､

時
事

評

論
と

も
い

う
べ

き

｡

ロ
e

晋
訂
g
e
-

卓
P

ロ

ロ
O
H

臣
n
t

-

e

e

ロ

河
?

訂
1

日
m

巨
e
｡

と
と

も

に

法

律
学
の

分

野
で

の

主

著
へ

へ

H
e

乱
e

β

乳
P
e
･

g
∽

e

河
e
c

巳
馬
e
-

e

2

ユ

訂
早
｡

を

も
､

母

国

語
で

著
わ

し

た
こ

と
で

特
筆

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

(

免
.

G
e

y
-

-

→
F
e

Z
e
t

F
e

ユ
P

邑
払

訂

昌
e

雷
詔
n

訂
e

n
t

F

C
e

已
弓
¥

吋
P
l

:
H

∴
-

ま
上

N

N

u

-
N

か
ー

ー

N

O
)

N

急

事
会
-

N
0

0
】

N

串
)

グ

ロ

チ

ウ

ス

に

も

オ

ラ

ン

ダ

語
の

法

律

書
が

な
か

っ

た

わ

け

で

は

な
い

｡

し
た

が

っ

て
､

フ

ベ

ル

ス

の

み
がヽ

染
学

者
の

中
で

特

筆

さ

れ

る

の

は
､

そ

の

母

国
語

に

よ
る

著

作
が

オ

4 J O

テ

ン

ダ

語

訳
で

な
い

点
で

あ

ろ

う
か
｡

(

O
f
.

→
e
→

岩
戸
e
】

e

n

e

t

O
-

e

丁

目
早
口

琵
)

空
b
-

-

○

笥
也

匂
E
e

中
の

G
河
○
→
H

q
∽
-

(

-

設
○
)

)

三

表

題
を

本

稿
の

よ

う
に

訳

出

す
る

こ

と

で
､

つ

ぎ
の

疑
問
を

生
じ

ょ

ぅ
｡

は

た

し

て

フ

ベ

ル

ス

は
､

国

際

的
次

元
の

法
の

抵

触
を

考
え

て

い

る

の

か
､

あ

る

い

は

州

際

的

次

元
の

そ

れ

に

止

る

の

か
｡

こ

れ

ほ
､

の

ち

に

へ

こ

岳
粥
e

ロ

ぎ
ヨ
｡

の

解

釈
に

つ

い

て

も
､

問

題

と

ト

.

恥

璃

+

･

沖

⊥

ト

､

←

一

切
ノ

r

′

←

ト

㌔

帝
卜

鵡
イ

r

.

ん･
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な

る

と
こ

ろ

で

あ
る
｡

後
述
の

と

お

り
､

ラ

テ

ン

語

原

典
の

設
例

は
､

そ

の

殆
ど

全
て

が
､

当

時
オ

ラ

ン

ダ

領

と

さ

れ

て

い

た

地

域

間
の

み

の

法
の

抵
触
問
題
を

取

り

扱

う
｡

他
方
､

こ

れ

も

後
述

す
る

が
､

当

時
の

統
一

オ

ラ

ン

ダ

共

和

国
は
一

種
の

国

家
連

合

的

構

造

を

も
っ

て

い

た
｡

以

上
の

二

点

を

考

慮

す
れ

ば
､

フ

ベ

ル

ス

の

い

う

｡

訂
ロ

p
e

ユ
亡

ヨ
｡

を
､

特

別
の

場
合

を
の

ぞ

き
､

左
の

よ

う
に

解

す
る

の

が

最
適
と

思
わ

れ

る
｡

あ

る

程
度
の

主

権
を

も

ち
･

独

自
の

法

域
を

構

成

す
る

･

独

立
の

統

治

体
と

し

て

で

あ
る
｡

こ

う
し

た

も

の

を

示

す

記
号

と

し
て

｢

国
+

と

い

う

語
を

使
用
す

る

こ

と
が

許
さ

れ

る

な

ら

ば
､

表

記
の

訳

出

も

可

能

と
い

え

よ

う
｡

オ

ラ

ン

ダ

語

原

典
に

お

い

て
､

フ

ペ

ル

ス

は
､

ホ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ラ

ン

ト

そ

の

他
の

州
で

そ

の

地
の

慣

行
に

従
い

作
成
さ

れ

た

遺

言
の

フ

リ

ー

ス

テ

ン

ト

に

お

け

る

効
力

を

問

題

と

す
る

と

き
に

も
､

そ

れ

は

｢

国

際

法
に

従
っ

て

(

ロ
p
e

く
○
-

打
e

記
n

3
0

F
t

)

+

解

決

す
べ

き

で

あ

る

と

す
る
｡

(

第
一

三

節
｡

)

も
っ

と

も
､

こ

の

｡

く
○

芹
e
l

e

ロ

岩
旨
t

｡

自
体
が

何
か

も

問
題
で

あ

り
､

右
の

記

述
を

根
拠

に

す

る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

と
に

か

く
､

現

代

抵
触
法

中
､

フ

ペ

ル

ス

の

イ

ム

ぺ

リ

ウ

ム

に

最
も

近
い

も
の

を

探

す
と

す
れ

ば
､

そ

れ

は
一

九
三

四

年
の

米
国

抵

触
法
リ

ス

テ

ィ

ト

メ

ン

ト

第

二

条
に

定

義
さ

れ

た

こ

の

訂
t

e

｡

で

あ

ろ

う
｡

法
の

属
地

主

義
･

既

得
権
の

尊

重
と
い

う

基

本

原

理

を

採

用
し

た

リ

ス

テ

ィ

ト

メ

ン

ト

に

お

い

て
､

こ

の

こ

と

は

ゴ

ク

自

然
の

な

り

ゆ
き

で

あ
っ

た

ろ

う
｡

(

参
照

本

文

第
二

節
｡

)

な

お
､

今

日
一

般

的
に

用
い

ら

れ

て

い

る

:

C
O
n

巴
O
t

良
｢
P

弓
S
〉

-

そ

の

他
こ

れ

に

瀬

当

す
る

各

国

語
に

よ

る

表

現
の

起

渡
を
､

フ

ベ

ル

ス

に

求
め

る

の

は
正

当
と

思
わ

れ

る
｡

ロ

ー

デ

ン

ブ

ル

グ

は
へ

へ

d
e

∽

訂
t

ま
○

コ
ト

日

巴

孟
宗
-

t

巴
e
.

(

-

訟
い

)

｡

パ

ゥ

ル

ス

･

フ

ー

ト

に

よ

れ

ば

｡

n

b

賢
巳
已
訂

e

O

岩
m
β

仁

e

C

O

ロ
○

喜
彗
-
.

(

-

宗
こ
｡

ヘ

ル

チ

ウ

ス

に

あ
っ

て

は

益
e

0

0
-

-
山

巨
O

n
e

-

e

g

ロ

ヨ
p

ユ
く
p

ぎ
三
日
-

ロ
t

e

→

発
r

(

-

霊
∞

)

｡

と

表
現

さ

れ
て

い

た

か

ら
で

あ

る
｡

(
O

h
･

H
賀
ユ

琶
n
}

O
n

.

言

旨
唱
え
r

e

n
O

e

巴
乙

臣
e

C
O

n

巴
O
t

O
れ

F
P

弓
∽
･

(

-

望
¢
)

ロ
汁
)

四

本

稿
は

全

篇
の

翻

訳

を

試
み

る

も

の

で

あ

る
｡

紙
数
の

都

合

上
､

今

回

は

原

典
の

第
二

節

ま
で

し

か

掲
載
で

き

な
い

の

を
､

お

断

り
し

て

お

か

ね

ば

な
ら

な
い

｡

訳
出
に

あ
た

り
､

ロ

レ

ン

ゼ

ン

や

デ
イ

ブ
ィ

ス

の

英
訳

を

参

照

し

た
こ

と
い

う

ま
で

も

な
い

｡

バ

ル

ト

ル

ス

を

誤

解
し

た
ビ

ー

ル

の

轍

を

踏
ま

な
い

よ

う

努

力
し

た
つ

も

り

で

は

あ
る
｡

と

は
い

え
､

多
数

み

い

だ

さ

れ
る

で

あ

ろ

う

誤

解
や

誤
訳

を

指

摘

し

て

頂
け

る

こ

と

は
､

訳

者
が

大
い

に

期

待
し
て

い

る

と
こ

ろ

で

あ
る
｡

(

○
巾
･

H
F
r

e

苧

N

弓
e
-

g

㌧
出
ゐ

巴
e
､

∽

→
→

坪
口

巴
P
t
-

○

ロ

O
f

哲
F

-

t

O
-

宏
㍉

ご
N

A
日
+
･

C

?

ヨ
ワ

｢
〉

(

-

漂
い
)

い

∞

ヰ
}

い

∞
∽
･

)

訳

出
上
の

振

作
に

つ

い

て

…

テ

キ

ス

ト

で

は

表
題
の

つ

ぎ
に

目

次

が

あ

り

本

文
に

続
く
｡

こ

こ

で

は

目

次
を

分

解
し
､

各

節
の

頭
に

挿
入

し

た
｡

原
典

中
の

イ

タ

リ

γ

ク

の

箇
所
ほ
､

そ

れ

が

文

ま

た

は

節
の

と

き

〝

″

で

か

こ

み
､

そ

れ
が

詰

ま
た

は

句
の

と

き

は

傍

点

を
つ

け

た
｡

デ
ィ

ゲ
ス

タ

引

用
の

部
分

は

(

)

の

中
に

そ

の

ま

ま

入

れ
､

そ

の

他
の

引

用
文
は

｢

+

で

示

す
こ

と
に

す
る
｡

使
用

テ

一一.⊥

キ

ス

ト

の

第
五

･

第

六

節
に

は

各
一

つ

ず
つ

の

痴

話
が

あ

る
｡

(

五

胡
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三

九

頁
｡

)

こ

れ

は

こ

こ

に

訳
出

し

て

い

な
い

｡

し

た

が
っ

て
､

本

稿
の

本

文
に

付

せ

ら
れ

た

証
は

全
て

訳

者
に

よ

る

も
の

で

あ

る
｡

(

1
)

(

2
)

l

問
題
の

起
漁
と

必

要
性
｡

裁
判
上
の

も
の

で

は

あ
る

が
､

(

3
)

国
家
法
と
い

う
よ

り

は

国
際
法
上
の

問
題
｡

(

4
)

(

5
)

ぁ

る
】

つ

の

場
所
で

な
さ

れ

止
踊
為
が

他

国
の

領
土
で

そ

の

効
果
や

効

力
を

認
め

ら

れ
た

り
､

他
国
の

領
域
で

法

的
評
価
を

う
け
た

り

す
る

こ

と

が
､

よ

く

あ

る
｡

と

こ

ろ

で

周
知
の

と

お

り
､

ロ

ー

マ

帝
国
の

属
州
の

分

解
の

結
果
､

キ

リ

ス

ト

教
世
界
が
､

相
互
に

独
立

し
･

そ

の

間
に

共
通
･

題

プ

ル

ス

ボ

ブ

ル

ス

統
一

の

統
治
権
を

も

た

な
い

無
数
の

国

に

分
裂
し

て

以

来
､

各

国

の

(

6
)

法
制
は

多
く
の

点
で

互

に

あ
い

異
な

る

こ

と

と
な
っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

ロ

ー

マ

法
に

は
こ

の

問
題
に

つ

い

て

(

明

文
の

規

定
が
)

何
も

存
在
し
て

い

な
い

と

し

て

も

別
に

驚
く
こ

と

は

な
い

｡

け
だ

し

そ

の

領
土

が

全
世
界

に

及
び

同
一

の

注
が

支
配
し
て

い

た
ロ

ー

マ

帝
国
で

は
､

あ
い

異
な

る

法

(

7
)

の

抵
触
な
ど

は

起
り

え

な
か
っ

た

か

ら
で

あ

る
｡

と

は
い

え
､

こ

の

間
魔

の

解
決
に

あ

た

り

依
拠
す
べ

き

基
本
原
則
は
ロ

ー

マ

法
自
体
の

中
か

ら

探

ボ

ブ

ル

ス

し

出
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

各

国

の

相
互
に

順
守
す
べ

き

も
の

が
､

国

際
法
上
の

原
理

た

る
こ

と

明
白
で

あ

り
､

従
っ

て

問

題
は

国
家
法
と

い

う

(

8
)

よ

り

か

国
際
法
上
の

そ
れ

に

属
す
る

と

し

て

も
､

そ

う
で

あ
る
｡

こ

の

極

め

て

複
雑
な

問
題
の

神
髄
を

解
明
す
る

た

め

に
､

三

つ

の

基
本
原
則
を

提

示
し

ょ

う
｡

も

し
こ

れ

ら
が
､

全
て

の

人
々

に

と
っ

て

そ

う
す
べ

き

で

あ

る

と

思
わ

れ

る
と

お

り
に
､

容
認
さ

れ

る

な

ら

ば
､

凝
実
の

諸
問
題
の

解

決
へ

の

通
が

開
か

れ

る

こ

と

に

な

ろ

う
｡

(

1
)

原

語
は

:

宏
宏
｡

で

あ

る
｡

ロ

レ

ン

ゼ

ン

は

｡

岳
e
｡

デ

イ

ダ

イ

ス

は

｡

p

胃
-

-

β
t
-

○

ロ

｡

と
そ

れ

ぞ

れ

訳

出
し

て

い

る
｡

第
一

㌶

節

本

文
の

内

容

と
の

関

連
で

い

え
ば
=

邑
-

貫
こ

あ

る

い

は
こ

口

琴

≠

窪
川

き
て

､

の

訳
の

方
が

適
切

と

思
わ

れ

る
｡

(

2
)

後
世
に

い

た
り
､

国

際

法
と

国

際

私

法

と

を

対

此
し
､

前
者
を

主

と

し

て

政

府
･

外

交

官
の

関

係
す

る

問
題
で

あ

る

と

解

し

た

上

で
､

後
者
が

裁
判

官
や

弁

護
士
の

主

と

し
て

関

与

す
る

も

の
､

と

考

え

る

立

場
が

出
て

き

た
｡

(
○

巾
･

H
賀
ユ
払

○

ロ
ー

ー

N

ご
フ

ペ

ル

ス

も
､

当

時
の

国

際
法

上
の

問
題
と

法

抵

触
の

問
題
と

の

問
に
､

同

様
の

相

異
を

感

じ
て

い

た
の

で

あ

ろ

う
か
｡

た

し

か

に
､

そ
の

意
味
で

は
､

法
抵
触
の

問
題
が

｢

裁

判

上
の

も
の

(
f

O

昌
宏
-

∽

)

+

で

あ

る
｡

(

O

f
.

H
賀
ユ
払

O

n
}

-

去
-

岸
-

人

声
)

ま

た
､

抵
触
規

定
の

存

在

し

な
い

当

時
に

お

い

て
､

問
題
の

発

生
･

認

識
が

も
っ

ぱ

ら

司

法

過

程
の

中
で

な
さ

れ

る

の

も
､

当

然
の

こ

と

で

あ

る
｡

し

か

し

よ

り

重

要
な
の

は
､

つ

ぎ

の

点

で

あ

ろ

う
｡

オ

ラ

ン

ダ

学

派
は

外

国
法
の

通

用
が

法
律
上

の

義
務

で

あ
る

こ

と
を

香

足

す
る
｡

と

す
れ

ば
､

問
題
は

全
て
､

た

と

え

ば

ク

事

実

上

の

必

要

性

(

d
e

n

告
e

邑
ぎ
∽

f

琶
t
i

)

㌔

か

ら

各
国

裁
判

官
の

判

断
に

委
ね

ら

れ

る

こ

と

と

な

る
｡

そ
の

意
味
で

の

｢

裁
判

上
の

+

あ

る

い

は
｢

裁

判

所
の

+

問
題
だ

と
､

い

う
こ

と

で

あ

る
｡

そ
の

ゆ

え
に

こ

そ
､

各

国

裁

判

所

あ
る

い

は

各
自
の

裁

判

官
に

よ

る

判

決
の

調

和
を

確
保

し
､

そ
の

慈

恵
を

排
除
す
る

た

め
の

､

一

般
的

指

導
理

念
が

求
め

ら

れ

る

の

で

あ

る
｡

(
O
f
一

呂
e

亡
e

謡
-

訣
P
)

(

3
)

こ

こ

で

は
､

原

典
の

h

ご
仁
払

g
2

ロ
t

ど
2

､

-

と

｡

首
班

○
-

ユ
ー

e

｡

(

オ

ラ

ン

ダ

語
テ

キ

ス

ト

の

｡

く
○
-

打
e

り

0

β

り

e

O

F
二
､

と

:

ケ

2
+

g
e

ワ

ー

■■

瀬

.
一

絆

-

佃
ノ

㌧

帝
卜

鳩
′
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､

紬
ゝ
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､

1

I

一

･
曲

て

紳

∵
.

メ

( 7 3 ) 研 究 ノ
ー ト

ー

エ
打

→

e

O

F
t

｡

)

と

を

い

か

に

解
す

る

か

が

問
題
と

な

る
｡

(

参
照

オ

ラ

ン

ダ

語

原

典
第
七

二
三

節
｡

)

と

く
に

｡

首
班

g
e

n
t
i

仁

ヨ
｡

の

点

に

絞
っ

て

分

析
を

進
め

て

ゆ
こ

う
｡

ま

ず
､

共

和

制

後

期
の

ロ

ー

マ

法

上
い

わ

ゆ
る

〝

万

民

没
㌃

で

は

な
い

こ

と
､

明

白
で

あ

る
｡

フ

ペ

ル

ス

は

｡

】

e

如

-

0
0

∵
-

と
い

う

形
で

外

国
法

適

用
の

可

能

性
を

認

め

て

い

る
｡

〝

万

民

法
″

は

常
に

訴

訟
地

法
以

外
で

あ

り

え

な

か

っ

た
｡

(

耳

W
e

巴
】

P

村
e
〉

勺
ユ
弓
P
t

e

H

n
t

e

2
m

巨
○

ロ

巴

｢
P

弓

こ
a
e

P

(

-

00

苫
)

岩
-
ロ

こ
d
.

-

C
O
-

-

e

O
t

e

P

吋
P

勺
e

詔
○

ロ

吋
一

旨
-

-

O

H

n
t

e

ヨ
苧

t
叶

○

ロ

巴

J
P

弓

∴
-

¢
}

土
-

∞

-
N

ご

H
p

∃
訂
O

n
､

-

○

か

-

ご

で

は
グ

ロ

チ

ウ

ス

の

い

う

:

j

岳
g
e

ま
ー

亡

日
､

､

で

あ

ろ

う
か
｡

(

H
+

品
O

n

訂

G

3
t
-

-

計

首
→

e

訂
-

-

㌻
○

匂
P
C

訂
-

-

b

ユ
t

→
e

∽
-

吋

賀
i

監
-
∽
】

人
-

悪
い

)

)

一

六
三
一

年

以

後
は

同

書
が

ア

ム

ス

テ

ル

ダ
ム

で

出

版
さ

れ
､

フ

ペ

ル

ス

自

身

も

第
二

節
で

同

書
を

引

用
す

る
｡

こ

れ

ら
を

考
え

れ

ば
､

フ

ベ

ル

ス

の

見

解

が

グ

ロ

チ

ウ

ス

と

全

く

無

縁
で

あ
り

え
た

と

は

思

え
な
い

｡

さ

ら

に

ま

た
､

グ

ロ

チ

ウ

ス

白

身
の

法

抵
触
に

関
す
る

意

見
も
､

な

ん

ら

か

の

影

響
を

与

え

た
こ

と

で

あ

ろ

う
｡

(

○
巾

H
O
-

･

-

巴
)

計
n

F
e

C
O

n

彗
-

-

t

P
t
-

か

ロ

H
I

l

も
○

ロ

㌍

-

∞

い

ロ
○
∽

+
○

こ
ご
I

P
-

諾
ぃ

I

P

N

き
(

窒
-

)
-

H

d
､

H

く

も
○

ロ
の

N

N

(

-

巴
N

)

"

呂
e
山

官
記
】

P
-

紆

n
一

い

訟
∞
-

P
N

設
¢

-

n
.

い

紆

P
阜

誅
〇
.

)

事

実
､

｡

首
m

的
e

已
i

百

日
ミ

の

規

律

対

象
が

あ

い

異
な

る

:

胃
p

已
∈
”

2 .

ま
什

a
s

■”

g
e

ロ
S
･

｡

の

間
の

関
係
で

あ
る

こ

と

(

G

3
t
-

一

計

首
1

e

b
e

≡

告

官
O
i

払
)

七
イ

?

】

e

g
.

-
-

-

ご
一

声
-
〉

2
中

一
)

H
)

(

こ
い

○
巾
･

-

-

F

N
】

n

名
･
∞
､

-
)

(

N

)
い

出
一

旨
e

→
-

計
j

弓
e

O
山

ま
t
m

巨
∽

こ
旨
い

も

名
･

芦
∽

昏
什

+

e
t

N

い

巳
e

昔
誌
-

P
N

告

ご
､

同

法
の

拘

束

力
･

強

制
力
の

根
汝

を

合

意

あ
る

い

は

同

意

に

お

い

て

い

る

こ

と

(

G

3
t
-

-

己
e

ヨ
)

守
○
-

e

平

台
〉

令

ご
一

声
-

も
む

匂
.

-
〉

舛
Ⅰ

く

∴
-
)
い

H
･
旨
e

ユ

P
O

0

0

n

巴
c

ど

ー

e

g

仁

ヨ

去
e

C
t
.

N

P

已
O

m
p

t
e

岩
-

2
)

で

は

両

者
の

間
に

相

違

は

な

い

｡

た

だ

あ
と

の

点
に

つ

き
､

一

体
だ

れ

の

合

意
･

同
意

か

と
い

う

と
こ

ろ

に

微

妙
な

差

異
が

汲
み

と

れ

な

く

も

な
い

｡

グ

ロ

チ

ウ

ス

で

は
､

そ

れ

を

:

官
)

p

已
宏
｡

や

｡

已

5 .
ぎ
払

｡

で

は

な

く
､

と

く

に

多
数
あ

る

い

は

全
て

の

｡

g
e

n
∽

｡

の

意
思
に

求
め

て

い

る

の

に

対

し

(

己
e

日
こ
]

声
-

も
p

や

ー

一

対
Ⅰ

く
ー

(

-

)
･

〔
f
･

-

芦
-
-

C

P

や

ー
〉

l

〆
(

N

)

e
t

榊
H
H

I
.

)

､

フ

ベ

ル

ス

は
そ

の

第
三

原

則
か

ら

も

明

ら
か

な

よ

う
に
､

国

家
主

権

(

河
g
t

O

諾
払

-

m
廿
e

コ.

〇

言
ヨ
ー

d
e

H
0
0
的

e

m

琶
巳
e

ロ

弓
p

n

且
.e
→

P

巴
乙
t
.

)

の

合

意
に

求
め

て

い

る

の

で

あ

る
｡

し
か

も
こ

の

合

意
は

〝

各
ボ

ブ

ル

ス

に

相
互
･

共
通
の

利

益
の

尊
重
″

か

ら

要
請
さ

れ

る

も
の

で

あ

り
､

(

本

文

第

九

節

参
照
､

)

ユ

ス

･

ゲ
ン

チ

ウ

ム

が

各
ボ

ブ

ル

ス

間
を

規

制

す
る

も
の

と

明

言

す
る

と

き
､

(

本

文

第

一
節
､

)

グ

ロ

チ

ウ

ス

の

〝

ゲ
ン

ス

″

と

〝

ボ

ブ

ル

ス

″

と

が

必

ず
し
も

同
一

の

も
の

で

は

な
い

た

め

に
､

(

E
e

ヨ

エ
ペ

F

-
-

β
や

ぃ
}

く
Ⅰ
Ⅰ

∴
-

)

e
t

(

山

Y
)
､

両

者

間
の

違
い

が

感

じ
ら

れ

う

る

の

で

あ

る
｡

も
っ

と

も
フ

ペ

ル

ス

自

身
､

当

初

は
h

こ
n
t

e

り

g
e

n
･

t

e
払

｡

の

合

意
を

重

視
し

て

い

る
｡

(

U
e

首
3
0
-

5 .
訂
t
-

∽
)

仏

名
ヨ
r

-

菖
.

〇

芦
)

し

た

が
っ

て
､

フ

ベ

ル

ス

が

〝

ボ

ブ

ル

ス

″

と

〝

ゲ

ン

ス

〟

と

を

厳

密

な

区

別

な
く

使
用
し
て

い

る

か
､

あ

る

い

は

〝

ゲ
ン

ス

″

が

現

実

に

は

〝

ボ

ブ

ル

ス

ク

と
一

致

す

る

と

考

え

て

い

る

か

(

旦
･

S
p

身
n

y
､

S

盲
e

2
d
e

旨
e

邑
g
e

ロ

空
m
-

s
c

訂
n

声
e

O

ぎ

3

(

-

望
)

)

監
.

00

∽

窒
か

∽

+
エ
､

こ

れ

ら
で

な
い

か

ぎ
り
､

グ

ロ

如
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チ

ウ

ス

の

〝

エ

ス

･

ゲ
ン

チ

ウ

ム

″

と

全

く

同
一

で

あ
る

と

は

断
言

し

が

た
い

｡

と

く
に
､

今
回

の

使
用

テ

キ

ス

ト

お

よ

び

オ

ラ

ン

ダ

語

原

典

に

お

い

て
､

個
人

は

常
に

い

ず
れ
か

の

主

権
統
治

体
と

の

関

連

で

の

み

現
わ

れ

る
｡

こ

の

点

を
､

そ

う

し
た

統

治

体
の

枠
に

必

ず
し

も

常
に

か

け

ら

れ

て

い

な
い

｢

全

人

類
の

共

通

法
+

を
､

少

な

く

と

も
理

念
的
に

は

志

向

し

た
グ
ロ

チ

ウ

ス
､

と

対
比

し

て

み

る

と

き
､

フ

ベ

ル

ス

理

論
の

よ

り
一

層
の

現

実

的
･

実

践
的

性

格

が

浮
び

上
っ

て

こ

よ

う
｡

(

参
照

大

平

善
梧
｢

グ

ロ

ー

テ

ク

ス

と

そ
の

自

然
法
+

『

一

橋
論

叢
』

第

四
七

巷
第
四

号
三

九

二
･

四

〇

九
､

同

〝

グ

ロ

ー

チ

ウ

ス

の

d
e

言
岩

訂
-

-

-

P
O

層
○
-

の

に

た

い

す
る
一

考
察
〟

『

国

際

私

法
の

基
本

問

題
』

四

三

九
･

四

四

六
･

四

四

七
･

四

四

八
･

四

四

四
｡

)

ひ

る

が

え
っ

て

フ

ベ

ル

ス

が

念
頭
に

お

い

た

異

法

地

域

を

み

る

ヽ

と
､

そ

の

:

言
∽

g
e

ロ
t

ど
2
｡

は

む
し

ろ

州

際

法
で

は

な

い

か
､

と

の

疑
念
が

生

ず
る
｡

そ
の

圧

倒

的

多

数
は

フ

リ

ー

ス

テ

ン

ト

と
ホ

ラ

ン

ト

で

あ

り
､

そ

の

他
は
ハ

ル

リ

ン

ヘ

ン

･

フ

ロ

ニ

ン

ヘ

ン

●

ア

ム

ス

テ

ル

ダ
ム

の

各

都

市
と

フ

ロ

ニ

ン

ヘ

ン

･

オ

フ

ァ

レ

イ
セ

ル

の

各

州

お

よ

び

ブ

ラ

バ

ン

ト

に

約
一

回

ず
つ

触
れ

る

の

み

で

あ

る
｡

オ

ラ

ン

ダ

語

原

典
で

も
こ

の

点

は

変
ら

ず
､

た
だ

右
の

各

都

市
と

オ

フ

ァ

レ

イ

セ

ル

に

代
っ

て

ユ

ト

レ

ヒ

ト

に

関

係

す
る

記

述
が

二

回

ほ

ど

み

え
る

だ

け

で

あ

る
｡

い

ず
れ
の

テ

キ

ス

ト

に

お

い

て

も

各

二
回

ず

っ

言

及
さ

れ

る

東
フ

リ

ー

ス

ラ

ン

ト

の

み

が
､

ウ

エ

ス

ト

フ

ァ

リ

ア

条
約

当

時
も

そ

れ

以

後
も
､

オ

ラ

ン

ダ

に

よ

る

出
兵
･

占

領
こ

そ

あ

れ
､

オ

ラ

ン

ダ

儲

と

確
定

し
て

い

た

わ

け
で

ほ

な
い

｡

他

方
､

一

六

四

八

年
一

月
三

〇
日

の
､

､

､

ユ

ン

ス

タ

Ⅰ

条
約
第
一

条

〃

に

よ

り

｢

自

由
に

し
て

独

立
の

主

権

国
家

と

し
て
+

正

式
に

承

認
さ

4

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

れ

た

統
一

オ

ラ

ン

ダ

共

和

国

自
体

が
､

一

つ

の

固
か

七
つ

の

固
か

は

依

然
と

し
て

大
き

な

問

題
な

の

で

あ

る
｡

(

C
】

買
付
-

許
諾
ロ
t

e

e

n
t

F

C
e

n
t

己
.

¥

(

-

窒
○

00

N
､

笠
-

苫
-

岸

宗
…

]

甲

声

→

3
d

d
ワ
河
?

勺
e

J

へ

h

G
e

ロ
e

邑
C
ユ
巴
∽

O
f

t

訂

許
諾
ロ
t

e

e

n
t

F

C
e

n
t

弓

ミ
､

C
ユ
巴
仏

F

E

弓
｡

p
2

-

訣
0

1
-

誅
〇
･

(

辞
-
.

→
.

A
s
汁

○

ロ
)

(
-

諾
ぃ

)

冶
-

00

N

-
00

∞
〉

n
･

N

阜

笑
い

声
e

q

ロ
e
l
､

日
日

岩
官
告

辞

賢
0
1

叫

-

窒
00

-
-

謎
p
(

-

盟
○

)

-

い

…

G
e

さ
一

言
什

∽

e

ヂ
N

レ

N

-
山

∞
い

H
已
N
-

ロ

寧

日
○
-
-

軒

n

巴
琶
F
e

内

已
t

ロ
→

d
e
取

乱
e

訂
e

F
ロ
t

e

n

-
p

F

旨
戸
n
d
e

H

訂
-

(

-

空
い
)

-

中

一
ー

ご
O
f
･

呂
○

邑
e

¥

巴
旨
○

ご
訂
口

已
O

F

声
の

p

き
ー

ぎ

詔
り

2
t

芳
早
い

≦
2

町
村
2
)

日

昌
-

已
-

○

ロ

O

f

t

F
e

U

ま

旨

当
缶

巨
O

n
}

(
-

漂
-

)

-

旨
-

岸
-

岸
-

岸
-

岸
-

缶
e
t

諾
q

.､
N

O

ご
共

和
国

を

構
成

す
る

各

州

間
の

結
合

虔
の

弱
さ

は
､

あ

ら

ゆ
る

側
面

で

示

さ

れ
て

い

る
｡

(

O
f
･

ノ

コ
e

村
村
e
-

N

O

♪

N

O

山
〉

N

い

∞

事
い

¢
”

G
e

ユ
､

〓
¢

-
N

O
-

N

N
】

い

ぃ
)

-

N
-
･

e
t

岩
デ
ー

○
阜

-
h

し

一

六

六

八

年
ハ

ー

グ

と

エ

ク

ス

･

ラ
･

シ

ャ

ベ

ル

に

駐

在
し

た

英

国
大

使
ウ

ィ

リ

ア

ム

･

テ

ム

プ

ル

卿
の

言

葉

を

借

り
れ

ば

｢

…
…

そ

れ

は

と

う

て

い

一

つ

の

共

和

国

(

0

0

ヨ
m
O

n

弓

臣
-

t

F
)

と
い

っ

た

塑

に

蹴
る

も
の

で

は

な

く
､

む

し

ろ

相

互
･

共

同
の

安

全
を

保

障
す

る

た

め

に

団

結
し
た

相
互

に

独

立
の

七
つ

の

主

権
国

家

の

連
合

(

P

8
n
f

e

計
→

琶
y

O
f

発
く
e

n

∽

○

詔

邑
g

ロ

召
○

エ
ロ
O

e

且

で

あ

る
｡

し
か

も
､

そ

の

統

治

形

態

を

直

載
に

解

明

す
る

に

は
､

さ

ら

に

細
か

い

単
位
で

考

察
す
る

必

要
が

あ
る

が
､

そ

れ

に

よ

れ

ば

各

州

(

唱
○

エ
ロ

昌
)

は

多
数
の

更

に

小

さ

卜

し

紳

輔

▲

紳

L

し

ゎ

ノ

ー

r

申
ノ

r

J

←

け

.

■

界
r

相
打
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+

し
ト

恥

.
･

功

一

紬
ゝ

､

､

1

.

.

■

帝
.

紳
､

ヰ
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ー †

な

統
治
体

(

賢
p

t
e

)

や

都

市

(

○

首
)

に

分
か

た

れ
､

そ

れ

ら

自
身

が

そ

の

儀
域

内

に

お

い

て

主

権
(

∽

○

孟

邑
等

号
弓
e

ユ

を

も
っ

て

い

る

様

相
が

少
な

く
な

く
､

そ

れ

ら
の

所

属

す
る

州
の

主

権
に

は

従

属
し
て

い

な
い

の

で

あ

る
｡

そ

の

う

え
､

多
く
の

事

項
に

つ

い

て

そ

の

意
思

決

定

は

多
数

決
に

よ

ら

ず
各

州

内
の

各

(

統

治

体
の
)

意
見

の

万

場
一

致

を

も
っ

て

な
さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

い

た
｡

…
･

:

+

(

免
.

→
e

m

甘
､

○

訂
e

ヨ
b

巨
｡

ロ

=
-

胃
n

t

訂

q
n
-

訂
8

守
｡

已
ロ
｡

袋

O
f

旨
e

Z
e
t

F
e

ユ
p

ロ

阜
(

-

$
○

)

¢

r

ロ

ご
G
e

早
い

∞

N

こ

空
い

呂
e

r

j

e

誌
､

a
牟
〉

a
h

こ

以

上
の

諸

点
か

ら

し

て
､

訳
者

は
､

フ

ベ

ル

ズ

の

:

首
∽

笥
n
･

t
i

仁

日
｡

を

も
っ

て

｢

国

際

法
+

と

訳

出

す
る

の

を
､

適

切

と

考

え

る

も

の

で

あ

る
｡

(

4
)

=

莞
的
｡

臣
･

:

‥

｡

｡

n
t

l

邑
ぞ
:

㌧
､

で

あ

る

か

ら

契
約
の

締

結
と

も

解
さ

れ

よ

う
｡

し

か

し
､

こ

こ

で

は
一

般

論
が

な

さ

れ

て

お

り
､

オ

ラ

ン

ダ

諸
原

典
で

も

た

ん
に

占
a

n

告
-

-

ロ
g
e

n
〉

､

で

あ

る
｡

し

た

が
っ

て
､

オ

ラ

ン

ダ

語

原

典

な

ど
で
へ

へ

｡

｡

n
t

→

p
C
t

｡

あ
る

い

は

こ

打

O
n
t

冒
O
t

｡

と

な
っ

て

い

な
い

か

ぎ
り
､

以

下
こ

の

語

を
こ

と

さ

ら

｢

契
約
+

と

は

訳

さ

な
い

｡

(

5
)

オ

ラ

ン

ダ

語

テ

キ

ス

ト

で

は
､

一

貫

し

て

｡

ど

呂
d
e

→
e

F
p

ロ

賢
｡

あ
る

い

は

｡

ど
P

n

計
1

e

勺

3
ま
n
t

訂
､

-

で

あ

る
｡

(

6
)

相
互

に

独

立
･

平

等
の

主

権

を

も

ち
､

か

つ

同

等
の

文
明

発
達

虔
を
も
っ

た

統
治

体
の

集
合
､

こ

れ
こ

そ

ま

さ

に

近

代

国

際

私

法
の

存
立

基

盤
で

あ

り
､

ロ

ー

マ

帝

国

時
代

に

は

な

か
っ

た

こ

と

で

あ

る
｡

た

ん

な
る

異
法
地

域

や

あ
い

異
な
る

法
の

存
在

自

体

の

み

で

は
､

近

代

的

な

意

味
で

の

国

際
私

法

ま

た

は

法

抵
触

理

論
の

基

盤
を

な

さ

な
い

､

と

考
え

ら

れ
て

い

る
｡

こ

の

か

ぎ

り
で

は
､

フ

ベ

ル

ス

の

指
摘
に

異

論
は

な

か

ろ

う
｡

(
O
f
･

H

寛
→
-

琶
ロ
)

-

○
山

1

ヱ

さ

ら

に
､

一

六

四

八

年
の

ウ
ェ

ス

ト

フ

ァ

リ

ア

条
約
以

降
､

ド

イ

ツ

に

つ

い

て

だ

け

み

て

も
､

六

二

の

自

由

市

を

含
む
三

四
三

の

主

権
を

も
つ

統

治

体
に

分
か

た

れ

た

と
い

う

客

観

的

情
勢
が
､

フ

ベ

ル

ス

の

理

論

形

成

に

刺

激
を

与
え

た
こ

と

を

否
定

で

き

ま
い

｡

(

O
f
･

声
e

y

n
e

→

忘
小

H
P

笥
∽
-

A

冒
-

琵
○

巴

紆

C

已
t

弓
巴

H

賢
○

召

O
h

呂

已
e

⊇

田

告
○

写

召
-

+
-

(

-

巴
N

)

き

-
会
)

N

諾
-
ヨ

も
ー

当
村
】

∞

N

e
t

払

e

ヂ

∞

∞
-

00

P
)

(

7
)

批

判
さ

れ

る

こ

と
の

多
い

箇
所
で

あ

る
｡

ロ

ー

マ

時

代
､

渉

外

事

件

に

適
用
さ

る

ぺ

き

原

則
の

明

確
な

体

系
の

な
い

こ

と

は

認

め
つ

つ

も
､

ロ

ー

マ

帝

国

法
と

地

方

固
有

法
､

各

地

方

固
有
法
や

各

都
市

法

間
の

相

違
､

さ

ら
に

は

外

人
に

適
用

さ

れ

た

属
人

法
の

存
在
な

ど

が

指
摘
さ

れ

る
｡

(

0
巾
･

∽
t

O

ぷ
J

C
｡

日
日
e

已
P

ユ
e

払
)

箪

笥
p
い

H
P

講
-

琶
ロ
ー

ー

○

い

い

弓
e

∽

エ
p

村
e
-

吋
･

Ⅰ
･

｢
)

-

O

e
t

芳
β
･

)

け

れ

ど

も

批

判
者
白
身
が

認

め

る

よ

う

に
､

ロ

ー

マ

に

は

其
の

意
味
の

国

際

私

法

は
な

か

っ

た
の

で

あ

り
､

あ
っ

た
の

は

同
一

国

内
の

各

司

法

機
関

の

協
同
で

あ
り

:

等
m
e

賀
巴
｡

g

訂
∽

｡

に

す
ぎ

な

か
っ

た
｡

(

呂
の
ー

･

首
払
､

慕
ぃ

”

H

寛

旨
O

n
】

-

○

か

"

S
t

O
→

¥

∽

u
･

)

ま

た
こ

れ

が

あ

れ

ば
こ

そ
､

フ

ィ

ル

ス

白
身
が
､

法

抵
触

解

決

原

理

を
､

ロ

ー

マ

法

自

体
の

中

に

み

い

だ

そ

う
と

し

た

の

で

あ

る
｡

た

し

か

に

オ

ラ

ン

ダ

語

原
典
(

第
二

･

第
三

節
)

に

あ
っ

て

も
へ

h

g
e

e

ロ

孟
逼
り

訂
-

計
ロ

F
e

号

室
p

P

O
]

邑
○

ロ
β

甲
口

江
e

n

e

ロ
d
e

g
e

弓
0

0

n
t

e

ロ

∴
-

と

さ

れ

る

が
､

同

4 J5
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時
に

｢

外

国
･

外

国

人

(

∃
e

e

日

計

岩
山

邑
2
)

に

関

係

す
る

行

為
や

交

流
は

殆
ど

な
か

っ

た
｡

+

と

述
べ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

グ

ロ

チ

ウ

キ

ウ

イ

タ

ス

ス

も
､

ロ

ー

マ

時
代
の

｡

勺

3
ユ
n
O

訂
｡

が

国

と

し
て

の

性
格
を

欠
い

て

い

た

こ

と

を
､

指
摘

す
る
｡

(

G

3
琵

d
e

j

弓
e

訂
-

-

-

P
O

p

琶
-

s

こ
旨
･

-
-

O

a
p
.

い
}

く
I

H
-

N
.

)

(

8
)

フ

ベ

ル

ス

の

｡

官

召
-

宏
｡

を

た

ん

に

｡

廿
e

壱
-

e
､

､

と

解

す

れ

ば
､

こ

れ

は

グ

ロ

チ

ウ

ス

の

へ

h

g
e

n
仏

｡

に

よ

ほ

ど

接

近

す

る
｡

(

○

汁

E
e

昔
ぷ

票
N
】

宗
∞
-

誅
心

し

し

か

し
､

こ

れ

ほ

む

し

ろ

｡

○
-

ユ
ひ

と

ひ

い

て

:

○

才
i

t

a
∽

､

､

に

よ

り

近
い

と

考
え
る
｡

2

法

抵
触
理

論
の

基
本
原
則
｡

イ
ン

ベ

リ

ウ
ム

と
こ

ろ

で

そ
の

原
則
と

は

以

下
の

と

お

り
で

あ

る
｡

H
〝

各

国

の

レ

イ

プ

ブ

リ

カ

ス

プ
ユ

タ

ト

ウ

ス

汝
は

当
該

国

の

領
域
内
に

お
い

て

の

み

効
力
を

も

ち
､

そ
の

市

民

の

全
て

を

拘
束
す
る
｡

し
か

し
そ

れ

以

外
に

は

及

ば

な
い

｡

(

官

ニ
.

已
t
.

(

1
)

イ

ム

ベ

リ

ウ

ム

持

計

盲
ユ
琴

巴
O
t
･

)

″

臼
ク

当
該

国

の

領
域
内
に

み
い

だ

さ

れ

る

者

は
､

永
住
者
た

る

と
一

時
的
滞
在
者
た

る

と

を

問
わ

ず
､

全
て

当
該
国
の

ス

.7
ユ

タ

ト

ウ

ス

市

民
で

あ

る

と
､

み

な
さ

れ

る
｡

(

p
e

→

-
一

¶
.

∽
.

-

P

訂
f

ご

P

n

訂

(

2
)

ボ

ブ
ル

ス

エ

ス

ー

n
t

e

a
･

e
t

邑
e

g

〕
″

臼
〝

各

国

の

法
が

そ
の

領
域
内
で

適
用
さ

れ

た

イ
ム

ベ

ヮ

ゥ
ム

よ
二
ア

ス

ク

ス

キ

ウ

イ
ス

エ

ス

場
合
､

他

国
の

主

権
も
し

く

は

他
国
の

市
民
の

権
利
を

侵

害
し

な

い

か

ぎ

り

に

お
い

て
､

そ

の

効
力
が

い

か

な

る

領
域
に

お

い

て

も

認
め

ら

れ

ィ

ム
.
ヘ

ヮ

ゥ

ム

レ

ク

ト

ー

ル

コ

ミ

テ

ル

(

3
)

､

､

,

､

,

る

よ

う
､

各

国

の

統
治
者
は

友
誼
的
に

行

動

す
る
｡

″

以

上
の

と
こ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ろ
か

ら

し
て

明
ら

か

な

よ

う
に
､

こ

の

こ

と

は
､

た

ん

に

国
家
法
の

み

か

ボ

ブ

ル

ス

ら
で

は

な

く

各

国

間
の

便
宜
と

黙
示
の

合
意
と

か

ら

生

来
す
べ

き

も

の

(

4
)

ポ

プ

ル

ス

で

あ
る
｡

け

だ

し
､

あ

る

国

の

法
は

他
め

国
に

お
い

て

直
接
的
に

は

効

ハ

抄

力
を

も

ち
え

な
い

も
の

で

は

あ

る

が
､

あ

る

敏
規
の

法
に

従
い

有
効
な

も

幻

の

が
､

の

ち
に

他
の

領
域
に

お

い

て

法
が

異
な

る
こ

と
の

た
め

に

無
効
と

ゲ

ン

ス

な
ら

ざ

る

を

え

な
い

よ

う
な
こ

と

は
､

各

国
民

間
の

通
商
と

交
流
に

と
っ

て

な

に

に

も

ま

し
て

不

便
な
こ

と

だ

か

ら

で

あ
る
｡

こ

れ
こ

そ

は

第
三

原

則
の

存
在
理

由
で

あ
る
｡

こ

れ

に

つ

い

て

は
､

こ

れ
ま

で

ま

だ

何
人

も

疑

念
を

も
っ

て

い

な
い

と

目

さ

れ

る
｡

第
二

原
則
に

つ

い

て

ほ

異
な
っ

た

見

べ

レ

ク

リ

ス

ス

解
を
も

つ

も

の

も

あ

り
､

そ

れ
に

よ

れ

ば

外

人
が

そ
の

行
為
地

法
に

従

ぅ
こ

と

を

否
定
す

る

も

よ

う
で

あ

る
｡

た

し

か

に

あ

る

種
の

場
合
に

は
､

イ

ム

ペ

∩
′

ウ

ム

後
述
の

と

お

り
､

そ
れ

も

正

当
で

あ

ろ

う
｡

し
か

し

ク

あ
る

国

の

領

ス

プ
エ

ク

ト

ウ

ス

域
内
で

行

為
す

る

全
て

の

者
を

当
該
国
は

そ
の

市

民
と

し

て

も

つ

べ

き

で

あ

る
″

と

す
る

立

場
に

は

全
く

疑
問
の

余
地
は

な
い

｡

け
だ

し
こ

の

レ

イ

プ

ブ

リ

カ

キ

ウ

イ

タ
ス

考
え

方
は
､

国

家
と
い

う
も
の

の

性
質
､

す
な
わ

ち

自
国
の

領
域
内
に

イ

ム

ベ

リ

ウ

ム

モ

ス

み
い

だ
さ

れ

る

全
て

の

者
を

そ
の

統
治
権
に

従
わ

し

め

ん

と

す
る

要
請
､

こ

れ
に

そ

う
も

の

で

あ

り
､

人
の

逮
捕
に

関
し

て

殆
ど

全
て

の

国
で

承
認

さ
れ

て

い

る

立

場
が

こ

れ

を

証
明

す
る
｡

グ
ロ

チ

ウ
ス

･

第
二

巻
第
一

一

章
第
五

節
｢

い

ず
れ

か
の

領
域
に

お

い

て

契
約
締
結
を

な

す
者
は
､

そ

の

こ

と

に

よ

り
､

当
該
地
の

一

時
的
市
民
と

し

て
､

そ
の

領
域
の

法
に

従
う

(

5
)

も

の

で

あ

る
｡

+

い

か

に

も

外
人
を

し

て
､

そ
の

者
が

そ

の

領

域
に

い

る

ア
レ

ス

ト
･

メ

デ

イ

オ

と
い

う
こ

と

だ

け
を

理

由
に
､

中
間
逮
捕
に

よ

り
､

当
該
地
の

故
に

従
わ

イ
ム

ペ

リ

ウ
ム

し

め

う
る

と

す
る

た

め

に

ほ
､

統
治
権
が

そ

の

領
土

内
に

あ

る

全
て

の

者

に

及
ぶ

も
の

で

あ

る

と

考
え

る
､

こ

の

根
拠
を

お
い

て

他
に

な
い

｡

テ
∩

7

ト

11ノ

{

ソ

ム

(

1
)

デ
ィ

ゲ
ス

タ
･

二

･

一

二
一

〇

｢

自
己
の

統

治

領

域
を

超
え

て

ユ

リ

ス

テ

イ

ク

シ

オ

ネ

ム

迭
を

宣

言

す
る

こ

と

は

遵
法
で

あ

る
｡

自

己
の

管
轄
範
囲
を

超
え

て

法
を

宣

言
せ

ん

と

す
る

湯
合

も
ま

た

同

じ
｡

+

卜

し

■

い

梱

▲

紳

L

ト

肋
ノ

卜

一

←

け

.

-

帝
ト

㈹
汁

.

心



叫

ト軒

碗

紬
､

一

冊
､勺

紳
▲

(

2
)

デ
ィ

ゲ

ス

タ
･

四

八
･

二

二

･

七
･

第
一

〇

節

末
尾

｢

け
れ

ど

プ

ロ
+

ソ

イ

ソ

キ

ア

も
､

そ

の

統

治

領
域
内

で

罪
を

犯

し

た

者

を

し
て
､

た

と

え

そ

の

者

イ

ソ

コ

ラ
エ

が

同
地

の

居

住
民

で

な

く

と

も
､

当

該
地
の

勅
令
の

規

定
に

従

わ

し

め

る

を
正

当
と

す
｡

+

(

3
)

オ

ラ

ン

ダ

語
テ

キ

ス

ト

と

対

照

し

て

み

る

と
､

官
p

已

畠
=

F
甲
声

阜
○

才
-

∽

=
○

ロ
血

b

a
p

ロ
e

ロ

で

あ

り
､

c

O

ロ
芹
e

→

品
仁

ロ
t

は

E
e

d
e

n

e
-

吋

P
ロ

ト
①

→

(

訂

F
P
ロ

き

(

相

互

に

協
力

し

あ

う
)

と

な
っ

て

い

る
｡

(

第

六

節
･

一

三

頁
｡

)

(

4
)

オ

ラ

ン

ダ

語

テ

キ

ス

ト

(

第
七

節

二
三

頁
､

)

で

は
､

こ

の

間
題
が

｢

国
際

迭
の

分

野
の

も
の

で

本

来
の

意

味
に

お

け

る

国

家

法

(

F
←

→

g
①

ユ
ニ
打

→

e

O

F
t
)

の

そ

れ

で

は

な
い

+

と

明

言

す

る
｡

さ

ラ
ソ

･♪

ら

に
､

本

文
の

点
が

各

国

主

棒
の

:

弓
e
-

訂
F

品
e

ロ

｡

(

ど
ロ

旦
已
･

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の

汁

ユ

か

ら

で

は

な

く
､

相

互
の

便
宜

と

粕
互

の

黙
示

の

合

意
と

か

ら

生

れ

き

た
る

も
の

で

あ

る

こ

と

が
､

強

調
さ

れ

て

い

る
｡

な

お
､

:

ト
e

0

0

m
-

t

賢
e

｡

の

語
を

初

め

て

用
い

た

の

は
パ

ウ

ル

ス

･

フ

ー

ト

で

あ

る
｡

(

前
掲
･

前

註
三
)

こ

れ

は
へ

へ

n

訂

F
告

白
甲

n
-

t

P
t

e
}

､

と

区

別

な

く

使
わ

れ

て

お

り
､

法
律

上
の

必

然

性
に

対

す
る

事
実
上
の

ボ

ブ

ル

ス

必

要
性

を

示

す
も

の

で

あ
っ

た
｡

こ

れ
を

さ

ら
に
､

各

国

共

通
の

ウ
チ

り

･タ
ス

利

益

を

志

向

す
る

各

国
主

権
間
の

合

意

に

基

礎
を

お

く
､

ユ

ス

･

ゲ

ン

チ

ウ

ム

上
の

も
の

と

考
え

よ

う

と

し

た

と
こ

ろ
に
､

フ

ベ

ル

ス

の

理

論
の

特

性
が

あ
る

と

い

え

る
｡

(

O
f

●

呂
e

官
記
)

誅
牟

)

n
●

-

票
い

､

戸
-

悪
か
)

票
N
-

票
∞
"

H
p

∃
訂
O

n
-

-

-

い
ー

ー
h

岩

e
t

芳
中
)

(

5
)

U
e

首
詔

訂
-

-

-

琶
p

繋
ぎ

e

巴
t
i

O

ロ
○

勺
P
)

A

ヨ
¢
t

e
-

日
計
r

ヨ
叶

(

-

監
○
)

N

N

N

こ
n

訂

2
}

2

巴
t
-

○

ロ
○

弓
p

q

ロ

日

A
β

n
O
t

賢
-

∽

A
⊆
U

t

O

ユ
畝
､

A
2
賢
e
-

旨
臣
P

ヨ
叫

(

-

票
○
-

i

F

N
-

O

P

p
-

〓
､

く
､

N

こ
●

N

N

山

い

O
f
●

+

ノ

戸

ミ

ス

ス

き
1

e
∽
t
-

野

村
e
-

勺
.

Ⅰ
.

｢
N

0

1
N

N
.

引
用

さ

れ

た

箇

所

は

｢

約
束
に

つ

い

て
+

と

題

す
る

革
で
､

未
成

年

者
の

約
定
締

結

能

力
に

関

す
る

議

論
で

あ
る
｡

(

一

橋

大

学

助

教

授
)

t( 7 7 ) 研 究 ノ
ー ト

ゼJ 7




